
V2.1.2  2010/7/28

(お願い)(お願い)(お願い)(お願い) バックアップは大切なファイルを対象にしています。バックアップは大切なファイルを対象にしています。バックアップは大切なファイルを対象にしています。バックアップは大切なファイルを対象にしています。 V1.2  2010/7/4
装置の特性やOSの種類によっては期待通り作動しない危険性があります。装置の特性やOSの種類によっては期待通り作動しない危険性があります。装置の特性やOSの種類によっては期待通り作動しない危険性があります。装置の特性やOSの種類によっては期待通り作動しない危険性があります。
ご利用に当たっては、十分確認をしてください。ご利用に当たっては、十分確認をしてください。ご利用に当たっては、十分確認をしてください。ご利用に当たっては、十分確認をしてください。

1.　開発の狙い1.　開発の狙い1.　開発の狙い1.　開発の狙い
既存ソフトの弱点を補強し、機能を強化することで誰でも安心できる状態を実現する。既存ソフトの弱点を補強し、機能を強化することで誰でも安心できる状態を実現する。既存ソフトの弱点を補強し、機能を強化することで誰でも安心できる状態を実現する。既存ソフトの弱点を補強し、機能を強化することで誰でも安心できる状態を実現する。
既存バックアップソフトの弱点既存バックアップソフトの弱点既存バックアップソフトの弱点既存バックアップソフトの弱点

「バックアップ元」または「バックアップ先」が、FLASHメモリーの場合USBポートに装着する順番が「バックアップ元」または「バックアップ先」が、FLASHメモリーの場合USBポートに装着する順番が「バックアップ元」または「バックアップ先」が、FLASHメモリーの場合USBポートに装着する順番が「バックアップ元」または「バックアップ先」が、FLASHメモリーの場合USBポートに装着する順番が
変わると論理装置番号も変わる。変わると論理装置番号も変わる。変わると論理装置番号も変わる。変わると論理装置番号も変わる。
ところが既存のバックアップソフトは、「バックアップ元」や「バックアップ先」を論理装置とフォルダで指定ところが既存のバックアップソフトは、「バックアップ元」や「バックアップ先」を論理装置とフォルダで指定ところが既存のバックアップソフトは、「バックアップ元」や「バックアップ先」を論理装置とフォルダで指定ところが既存のバックアップソフトは、「バックアップ元」や「バックアップ先」を論理装置とフォルダで指定
しているので論理装置アドレスが変わるとその都度バックアップ対象元と先を再設定する必要がある。しているので論理装置アドレスが変わるとその都度バックアップ対象元と先を再設定する必要がある。しているので論理装置アドレスが変わるとその都度バックアップ対象元と先を再設定する必要がある。しているので論理装置アドレスが変わるとその都度バックアップ対象元と先を再設定する必要がある。
これを忘れて実行すると、バックアップがとられなかったり別の媒体を装着していると削除されることもある。これを忘れて実行すると、バックアップがとられなかったり別の媒体を装着していると削除されることもある。これを忘れて実行すると、バックアップがとられなかったり別の媒体を装着していると削除されることもある。これを忘れて実行すると、バックアップがとられなかったり別の媒体を装着していると削除されることもある。
　　(削除されるケースは、バックアップ元に無いファイルは削除するような指定になっている場合)　　(削除されるケースは、バックアップ元に無いファイルは削除するような指定になっている場合)　　(削除されるケースは、バックアップ元に無いファイルは削除するような指定になっている場合)　　(削除されるケースは、バックアップ元に無いファイルは削除するような指定になっている場合)
また、バックアップの全体がどうなっているかがわかりづらい。また、バックアップの全体がどうなっているかがわかりづらい。また、バックアップの全体がどうなっているかがわかりづらい。また、バックアップの全体がどうなっているかがわかりづらい。
システムのバックアップでは、時間がかかるし特定のファイルのみ復元するなど細かい指定がやりづらい。システムのバックアップでは、時間がかかるし特定のファイルのみ復元するなど細かい指定がやりづらい。システムのバックアップでは、時間がかかるし特定のファイルのみ復元するなど細かい指定がやりづらい。システムのバックアップでは、時間がかかるし特定のファイルのみ復元するなど細かい指定がやりづらい。

安全バックアップの機能安全バックアップの機能安全バックアップの機能安全バックアップの機能
①デバイスにボリューム名をつけて、バックアップ元と先を「ボリューム名」と「フォルダ名」で指定する。①デバイスにボリューム名をつけて、バックアップ元と先を「ボリューム名」と「フォルダ名」で指定する。①デバイスにボリューム名をつけて、バックアップ元と先を「ボリューム名」と「フォルダ名」で指定する。①デバイスにボリューム名をつけて、バックアップ元と先を「ボリューム名」と「フォルダ名」で指定する。

実行時に「指定したボリューム」が搭載されている論理装置を見つけてバックアップを実行する。実行時に「指定したボリューム」が搭載されている論理装置を見つけてバックアップを実行する。実行時に「指定したボリューム」が搭載されている論理装置を見つけてバックアップを実行する。実行時に「指定したボリューム」が搭載されている論理装置を見つけてバックアップを実行する。
ボリューム名は「バックアップ元や先」にしたいFLASHメモリを搭載してパソコンに認識された後でボリューム名は「バックアップ元や先」にしたいFLASHメモリを搭載してパソコンに認識された後でボリューム名は「バックアップ元や先」にしたいFLASHメモリを搭載してパソコンに認識された後でボリューム名は「バックアップ元や先」にしたいFLASHメモリを搭載してパソコンに認識された後で
「コンピュータ」を開いて、その中にある「ハードディスク」または「リムーバブル」として割り付けら「コンピュータ」を開いて、その中にある「ハードディスク」または「リムーバブル」として割り付けら「コンピュータ」を開いて、その中にある「ハードディスク」または「リムーバブル」として割り付けら「コンピュータ」を開いて、その中にある「ハードディスク」または「リムーバブル」として割り付けら
れている「論理装置」を右クリックしてその中の「ファイル名変更」で名前を変更するとその名前がれている「論理装置」を右クリックしてその中の「ファイル名変更」で名前を変更するとその名前がれている「論理装置」を右クリックしてその中の「ファイル名変更」で名前を変更するとその名前がれている「論理装置」を右クリックしてその中の「ファイル名変更」で名前を変更するとその名前が
ボリューム名になる。「C」ディスクなどの常駐ディスクも同様に設定できる。ボリューム名になる。「C」ディスクなどの常駐ディスクも同様に設定できる。ボリューム名になる。「C」ディスクなどの常駐ディスクも同様に設定できる。ボリューム名になる。「C」ディスクなどの常駐ディスクも同様に設定できる。
漢字名も許されるのでわかりやすい名前をつけるとバックアップの指定も簡単にできる。漢字名も許されるのでわかりやすい名前をつけるとバックアップの指定も簡単にできる。漢字名も許されるのでわかりやすい名前をつけるとバックアップの指定も簡単にできる。漢字名も許されるのでわかりやすい名前をつけるとバックアップの指定も簡単にできる。

②世代管理ができる。②世代管理ができる。②世代管理ができる。②世代管理ができる。
日単位、月単位、年単位で複数の世代を保持する。日単位、月単位、年単位で複数の世代を保持する。日単位、月単位、年単位で複数の世代を保持する。日単位、月単位、年単位で複数の世代を保持する。

このバックアップは論理的な破壊をしてしまったときの戻しや昔の状態が確認したい場合にこのバックアップは論理的な破壊をしてしまったときの戻しや昔の状態が確認したい場合にこのバックアップは論理的な破壊をしてしまったときの戻しや昔の状態が確認したい場合にこのバックアップは論理的な破壊をしてしまったときの戻しや昔の状態が確認したい場合に
有効である。有効である。有効である。有効である。

世代バックアップの対象にするかどうかはバックアップをとるフォルダ単位に指定できる。世代バックアップの対象にするかどうかはバックアップをとるフォルダ単位に指定できる。世代バックアップの対象にするかどうかはバックアップをとるフォルダ単位に指定できる。世代バックアップの対象にするかどうかはバックアップをとるフォルダ単位に指定できる。
③複数のバックアップ元をひとつのバックアップ先・世代管理先に、またひとつのバックアップ元③複数のバックアップ元をひとつのバックアップ先・世代管理先に、またひとつのバックアップ元③複数のバックアップ元をひとつのバックアップ先・世代管理先に、またひとつのバックアップ元③複数のバックアップ元をひとつのバックアップ先・世代管理先に、またひとつのバックアップ元

を複数のバックアップ先・世代管理先に保管できる。これにより安全性が高まる。を複数のバックアップ先・世代管理先に保管できる。これにより安全性が高まる。を複数のバックアップ先・世代管理先に保管できる。これにより安全性が高まる。を複数のバックアップ先・世代管理先に保管できる。これにより安全性が高まる。
④複数のデバイスやフォルダを一箇所にまとめてバックアップをとる。④複数のデバイスやフォルダを一箇所にまとめてバックアップをとる。④複数のデバイスやフォルダを一箇所にまとめてバックアップをとる。④複数のデバイスやフォルダを一箇所にまとめてバックアップをとる。
⑤ファイル単位で前回から変更のあったもののみバックアップをとる。⑤ファイル単位で前回から変更のあったもののみバックアップをとる。⑤ファイル単位で前回から変更のあったもののみバックアップをとる。⑤ファイル単位で前回から変更のあったもののみバックアップをとる。
⑥バックアップを今回のみ対象外にする。⑥バックアップを今回のみ対象外にする。⑥バックアップを今回のみ対象外にする。⑥バックアップを今回のみ対象外にする。

装填したボリュームの一部のフォルダを今回のみ対象からはずす。装填したボリュームの一部のフォルダを今回のみ対象からはずす。装填したボリュームの一部のフォルダを今回のみ対象からはずす。装填したボリュームの一部のフォルダを今回のみ対象からはずす。
(バックアップが必要と考えたものすべてを指定するので一時的に対象外にできる)(バックアップが必要と考えたものすべてを指定するので一時的に対象外にできる)(バックアップが必要と考えたものすべてを指定するので一時的に対象外にできる)(バックアップが必要と考えたものすべてを指定するので一時的に対象外にできる)

戻し(復元)処理戻し(復元)処理戻し(復元)処理戻し(復元)処理
戻しの必要性が生ずる場面はいろいろな局面が想定される。戻しの必要性が生ずる場面はいろいろな局面が想定される。戻しの必要性が生ずる場面はいろいろな局面が想定される。戻しの必要性が生ずる場面はいろいろな局面が想定される。
対応しようとすると指定が複雑になりすぎる。対応しようとすると指定が複雑になりすぎる。対応しようとすると指定が複雑になりすぎる。対応しようとすると指定が複雑になりすぎる。
「エクスプローラー」を使って戻すことにする。「エクスプローラー」を使って戻すことにする。「エクスプローラー」を使って戻すことにする。「エクスプローラー」を使って戻すことにする。

２.バックアップの取り方２.バックアップの取り方２.バックアップの取り方２.バックアップの取り方

安全バックアップ　マニュアル安全バックアップ　マニュアル安全バックアップ　マニュアル安全バックアップ　マニュアル

(注)(注)(注)(注)
     バックアップ対象ファイルに実行するユーザーで削除権限のないファイルが含まれていると バックアップ対象ファイルに実行するユーザーで削除権限のないファイルが含まれていると バックアップ対象ファイルに実行するユーザーで削除権限のないファイルが含まれていると バックアップ対象ファイルに実行するユーザーで削除権限のないファイルが含まれていると
　世代経過により削除する際にエラーが発生します。　世代経過により削除する際にエラーが発生します。　世代経過により削除する際にエラーが発生します。　世代経過により削除する際にエラーが発生します。
　この現象が生じたときは対象ファイルをバックアップ対象から除外し、エラーになったフォルダに　この現象が生じたときは対象ファイルをバックアップ対象から除外し、エラーになったフォルダに　この現象が生じたときは対象ファイルをバックアップ対象から除外し、エラーになったフォルダに　この現象が生じたときは対象ファイルをバックアップ対象から除外し、エラーになったフォルダに
　残ったファイルの削除をご自分で行ってください。(レアーケースです)　残ったファイルの削除をご自分で行ってください。(レアーケースです)　残ったファイルの削除をご自分で行ってください。(レアーケースです)　残ったファイルの削除をご自分で行ってください。(レアーケースです)



2.1バックアップのとり方の基本構造2.1バックアップのとり方の基本構造2.1バックアップのとり方の基本構造2.1バックアップのとり方の基本構造

バックアップのとり方バックアップのとり方バックアップのとり方バックアップのとり方
バックアップ元バックアップ元バックアップ元バックアップ元 バックアップ先バックアップ先バックアップ先バックアップ先 世代管理世代管理世代管理世代管理
C:\フォルダ１C:\フォルダ１C:\フォルダ１C:\フォルダ１ G:\安心バックアッップ\NowG:\安心バックアッップ\NowG:\安心バックアッップ\NowG:\安心バックアッップ\Now G:\安心バックアップ\世代管理G:\安心バックアップ\世代管理G:\安心バックアップ\世代管理G:\安心バックアップ\世代管理
E:\フォルダ２E:\フォルダ２E:\フォルダ２E:\フォルダ２   \VolumeID\フォルダ１  \VolumeID\フォルダ１  \VolumeID\フォルダ１  \VolumeID\フォルダ１ 　　\Day-1　　\Day-1　　\Day-1　　\Day-1
F:\　　F:\　　F:\　　F:\　　すべてを対象すべてを対象すべてを対象すべてを対象   \VolumeId\フォルダ２  \VolumeId\フォルダ２  \VolumeId\フォルダ２  \VolumeId\フォルダ２     \Month-1    \Month-1    \Month-1    \Month-1

  \VolumeId\　　  \VolumeId\　　  \VolumeId\　　  \VolumeId\　　FのすべてFのすべてFのすべてFのすべて     \Year-1    \Year-1    \Year-1    \Year-1

のように バックアップ先に指定したフォルダ下(この例ではG:\安心バックアップ)にのように バックアップ先に指定したフォルダ下(この例ではG:\安心バックアップ)にのように バックアップ先に指定したフォルダ下(この例ではG:\安心バックアップ)にのように バックアップ先に指定したフォルダ下(この例ではG:\安心バックアップ)に
Nowフォルダを作成してフォルダ名の最上位にVolumeIDを付加して保管する。Nowフォルダを作成してフォルダ名の最上位にVolumeIDを付加して保管する。Nowフォルダを作成してフォルダ名の最上位にVolumeIDを付加して保管する。Nowフォルダを作成してフォルダ名の最上位にVolumeIDを付加して保管する。
Nowフォルダには今回装填されなかったものも前回の状態で保管している。Nowフォルダには今回装填されなかったものも前回の状態で保管している。Nowフォルダには今回装填されなかったものも前回の状態で保管している。Nowフォルダには今回装填されなかったものも前回の状態で保管している。
このNowフォルダにあるものを対象にして世代管理を行う。このNowフォルダにあるものを対象にして世代管理を行う。このNowフォルダにあるものを対象にして世代管理を行う。このNowフォルダにあるものを対象にして世代管理を行う。
世代管理は、日月年レベルに対応してDay,Month,Yearに世代番号を付与した世代管理は、日月年レベルに対応してDay,Month,Yearに世代番号を付与した世代管理は、日月年レベルに対応してDay,Month,Yearに世代番号を付与した世代管理は、日月年レベルに対応してDay,Month,Yearに世代番号を付与した
フォルダ名でNowと同様に保管する。フォルダ名でNowと同様に保管する。フォルダ名でNowと同様に保管する。フォルダ名でNowと同様に保管する。

保管先や保管元の指定は、電源をいれて装填した状態で指定するので論理装置名も保管先や保管元の指定は、電源をいれて装填した状態で指定するので論理装置名も保管先や保管元の指定は、電源をいれて装填した状態で指定するので論理装置名も保管先や保管元の指定は、電源をいれて装填した状態で指定するので論理装置名も
その時点のものをラベル名とともに保管する。実行時は、ラベル名の媒体が装填されてその時点のものをラベル名とともに保管する。実行時は、ラベル名の媒体が装填されてその時点のものをラベル名とともに保管する。実行時は、ラベル名の媒体が装填されてその時点のものをラベル名とともに保管する。実行時は、ラベル名の媒体が装填されて
いる装置を見つけて、その装置に自動的に切り替えて実行する。いる装置を見つけて、その装置に自動的に切り替えて実行する。いる装置を見つけて、その装置に自動的に切り替えて実行する。いる装置を見つけて、その装置に自動的に切り替えて実行する。

2.2画面構成2.2画面構成2.2画面構成2.2画面構成

処理状況表示画面

どのフォルダをどこにバックアップを
とるか指定する

世代バックアップの処理状況
表示画面

世代バックアップの指定画面
バックアップをとるもの
から世代管理をするもの
を特定する

これまで使っていたボリュームを別のものに
変更した際に「諸定義や過去データ」
のボリューム名を切り換える

世代管理やバックアップの
処理オプションを指定する

3.使い方3.使い方3.使い方3.使い方
3．１バックアップ3．１バックアップ3．１バックアップ3．１バックアップ

開始画面

バックアップの実行画面

バックアップの設定画面

世代バックアップ
　　　　の実行画面

世代バックアップ
　　　の設定画面

オプション設定画面

ヘルプ
　マニュアル

同一のフォルダを複数のバックアップ先にバックアップをとることができる。同一のフォルダを複数のバックアップ先にバックアップをとることができる。同一のフォルダを複数のバックアップ先にバックアップをとることができる。同一のフォルダを複数のバックアップ先にバックアップをとることができる。
　　これにより、物理的な障害に対する安全性を高める。　　これにより、物理的な障害に対する安全性を高める。　　これにより、物理的な障害に対する安全性を高める。　　これにより、物理的な障害に対する安全性を高める。
世代管理は、日月年レベルとし、それぞれで複数世代が保持できる。世代管理は、日月年レベルとし、それぞれで複数世代が保持できる。世代管理は、日月年レベルとし、それぞれで複数世代が保持できる。世代管理は、日月年レベルとし、それぞれで複数世代が保持できる。
　　これにより、論理的に破壊または削除したファイルの復元が年単位まで可能になる。　　これにより、論理的に破壊または削除したファイルの復元が年単位まで可能になる。　　これにより、論理的に破壊または削除したファイルの復元が年単位まで可能になる。　　これにより、論理的に破壊または削除したファイルの復元が年単位まで可能になる。

世代管理は、Nowから日レベルの世代名(Day-1)にフォルダ名を切り替えて保持する。
複数世代の保持も同様に世代名の切り替えを順次繰り返すことで実施している。
そのため、世代管理の実施中に中断するとその世代の保管内容が中途半端な状態になってし
まう。その結果、次回以降にも中途半端なバックアップがシフトされていく危険性がある。
なんらかの事情で中断した場合は、世代管理の「Day-1」フォルダをシステムで検知して削除なんらかの事情で中断した場合は、世代管理の「Day-1」フォルダをシステムで検知して削除なんらかの事情で中断した場合は、世代管理の「Day-1」フォルダをシステムで検知して削除なんらかの事情で中断した場合は、世代管理の「Day-1」フォルダをシステムで検知して削除
するようにしている。(認識できた場合は確認したうえで削除を実施する)するようにしている。(認識できた場合は確認したうえで削除を実施する)するようにしている。(認識できた場合は確認したうえで削除を実施する)するようにしている。(認識できた場合は確認したうえで削除を実施する)

ボリューム名変更処理



1)開始画面1)開始画面1)開始画面1)開始画面 開始画面下部の「使用時の留意事項」は必ず目を通してください。

4)実行画面4)実行画面4)実行画面4)実行画面

下段で説明

2)設定画面2)設定画面2)設定画面2)設定画面
バックアップ元フォルダとバックアップ
先フォルダを指定する

3)オプション設定画面3)オプション設定画面3)オプション設定画面3)オプション設定画面

バックアップ指定
内容一覧
除外もできる

電源が入っていても今回のみ一時的にバック
アップから除外することができる。

今回指定したものをバックアップ対象

として下記一覧に追加する

世代管理に関する指定は、「バック
アップの世代管理」画面でもできる
が、自動を手動に切り替えるのは
この画面でしかできない。



5)ボリューム名の変更5)ボリューム名の変更5)ボリューム名の変更5)ボリューム名の変更
ボリューム名を変えた後に実行する。バックアップ定義や過去のバックアップに付与されている
ボリューム名がすべて切り替わる。複数変えたいときは、１ボリュームずつ実行する。

3.2　世代バックアップ3.2　世代バックアップ3.2　世代バックアップ3.2　世代バックアップ
1)実行確認1)実行確認1)実行確認1)実行確認

バックアップ先や元が装置に装填されていないと対象外にされる。
前回のバックアップから変更になったもののみバックアップがとられる。



2)世代管理の設定2)世代管理の設定2)世代管理の設定2)世代管理の設定

3)実行画面3)実行画面3)実行画面3)実行画面
世代管理は

日レベルの保管期間系過分が月レベルの最新の世代として保管され
月レベルの保管期間経過分が年レベルの最新の世代として保管される。
削除は

オプションで世代管理の起動方法を　「確認」と
した場合はこの確認画面がでる。
世代管理は時間がかかることもあるのでその日
の予定によって実行したり止めたりできる。

世代管理は論理的な破壊(うっかり中身を削除してしまったり
なんらかの理由で更新前の状態に戻したい)の復元に役だつ。
したがって、世代管理の意味の無いものもあるので、そのフォルダは
世代管理の対象外にする。
複数の世代バックアップを取る事で物理的、論理的破壊への安全性が
高まる。

複数の世代バックアップをとる場合は、ここで選んで(背景色がつく)下段の一覧
を左クリックする。世代バックアップの対象外にするのは右クリック。



年レベルの保管期間経過
月レベルなしの日レベル系過分
年レベルなしの月レベル系過分

４.　補足４.　補足４.　補足４.　補足
4.1　ラベル名のつけ方4.1　ラベル名のつけ方4.1　ラベル名のつけ方4.1　ラベル名のつけ方

「スタート」　→　「コンピュータ」　で下図画面が開く



ラベルを付ける装置に媒体を搭載してそ
の装置を右クリックする。プルダウンから
「名前の変更」をクリックし、名前を変更
する。
日本語で指定できるので明確に識別でき
るものにする。
「家計簿用USB」など


